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研究成果の概要（和文）：本研究では、フィンランドの教育法に注目し、停滞しがちな英語多読を活性化する複合的な
アクティビティの効果測定を試みた。フィンランド式教育方法に基づく多読アクティビティを導入した授業と、その他
のアクティビティを導入した授業の比較調査を行った。前者は後者に比べ読書量や読後の内容理解で上回ったものの、
統計的に有意とは判定できなかった。しかし、前者は、記憶と思考整理に作用して、読者がより主体的で創造的に読む
手助けとなった。このような読みをもたらすアクティビィティの体験は、多読への関心、読むことへの関心の向上、あ
るいは動機づけに寄与することが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to design effective activities to encourage EFL learners’ 
extensive reading (ER) by adapting Finnish instructional methodology. The results of comparative studies 
show that ER instruction with activities based on Finnish instructional methodology excelled over ER 
instruction with regular reading and comprehension activities although the results were not statistically 
significant. In addition, the former instruction enabled learners to engage in reading more positively 
and creatively because it tapped into their ability to organize and retain information. Therefore this 
type of reading experience may influence learners’ interests and motivation in ER as well as reading in 
general.

研究分野： 英語教育
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、多読は学習者の英語運用能力低下
対策への有効性、特に英語への苦手意識の克
服やリーディング能力の向上に効果がある
とされ英語教育界で大きな注目を浴びてい
る。多読とは、学習者の自主性を尊重し、読
者自身が読みたい本を選んで読むこと、楽し
みのための読書をすることが、その中心的活
動であり (Day & Bamford, 1998)、Krashen 
(1985)のインプット仮説を裏づけにしてい
る。つまり、自分のレベルにあった英語で書
かれた本を大量に読み、大量のインプットを
得ることによってその効果が得られるとさ
れる。しかし、実際には学習者が一定期間、
持続的に英語での大量の読書を実践するに
はしばしば困難が伴う。本研究グループメン
バーは、長年多読を大学の英語授業に導入す
る中、上記の問題点に直面した。この問題を
打破するために、さまざまな授業内アクティ
ビティを導入してきたが、アクティビティが
読書の活性化に寄与するのか、どのようなア
クティビティの、どの要素が学習者の読書量
と英語力の向上に寄与するのかまでは明ら
かにできなかった。そこで、読解力だけでな
く、自ら学ぶ力を養成するとされ「フィンラ
ンド・メソッド」とも呼ばれ、近年注目され
ている(北川, 2005; 田中, 2010)フィンラン
ドの教育法に着目するに至った。 
 
２．研究の目的 
上述の背景をもとに、本研究では、読解力だ
けでなく、自ら学ぶ力を養成するフィンラン
ドの教育法に注目し多読を活性化する複合
的なアクティビィティを開発すること、最終
的に、学習者の英語学習への動機付けを高め、
英語能力を向上させる多読アクティビィテ
ィを教育関係者に発信することを目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下の4ステップを踏んで行った。 
(1) 基礎調査: 本研究メンバーの先行研究
を含め、これまで実践されてきた多読への動
機づけを高める方法を再検証するとともに、
読解力向上をはじめとして教育効果が高い
とされるフィンランドの教育法について文
献研究、訪問実態調査を行い、日本の大学英
語教育の場で実施する多読に適した教授法、
アクティビティを探った。 
 
(2) 授業実施案の作成: ステップ1での検証
結果を受けて、フィンランドの教育法の優れ
た点を応用し、反映させた多読アクティビテ
ィの設定を行った。具体的には、フィンラン
ドでカルタと呼ばれる思考整理法やワール
ドカフェとして知られるディスカッション
形式の学び、そして自律的な学習を促す定期
的な振り返りの実施である。このような要素
を取り入れた多読授業が、読書量、英語力の
向上、そして学習意欲の向上に実際に寄与す
るか検証するため、フィンランド教育法に基

づくアクティビティを導入した授業（実験
群）と、その他のアクティビティを導入した
授業（統制群）の 2種類の授業を設定し、そ
の効果を比較することとした。 
 
(3) 実験授業の実施：ステップ 2で作成した
授業計画をもとに、本研究メンバーが所属す
る 3大学で 1年間にわたり多読実験授業を行
い、客観テスト、アンケート、授業時の課題
等の量的データ、質的データを収集した。 
 
(4) 分析と成果発表: 実験授業の効果を主
に客観テスト、アンケート、授業時の課題等
の量的および質的データを用いて分析し考
察を行った。 
 
４．研究成果 
(1) フィンランド視察調査（授業観察）：基
礎調査として、フィンランド式教育法の実態
の一端を探るために 2012 年 8 月にフィンラ
ンド、トゥルク市のルオスタリヴォリ中学
校・高等学校において、4 名の教員が教授す
る 9つの英語授業を観察し記録した。限られ
た期間の視察であったこともあり、いわゆる
「フィンランド・メソッド」と呼ばれる定型
の授業を観察することはできなかった。現地
校の複数の教員、および教育交流のため現地
校に長期滞在した日本人教員への聞き取り
調査から、例えば、授業の目的に応じてマッ
ピング（紙の中心にキー・コンセプトとなる
文字、視覚情報を記し、それを基点に放射状
に関連のある情報を加える視覚化された記
録、「思考の地図」、「カルタ」とも呼ばれる）
などを使うことがあり、フィンランドで広く
認知されているアクティビティの一つであ
ることが確認できたが、いわゆる日本での出
版物等で報告されているような、マッピング
等のアクティビティの多用を特徴とする「フ
ィンランド・メソッド」がフィンランド教育
の典型例であるというのは一部誇張がある
と判断された。また、教授方法や授業形態は
極めてオーソドックスなもので、日本での授
業と目立った差はなく、英語力向上の「秘策」
は特に観察されなかった。一方、生徒たちの
自律的態度が際立っていた点が注目された。 
 
(2) フィンランド視察調査（学習者アンケー
ト）：授業観察に加えて、日本人の学生とフ
ィンランドの生徒の特性を比較するために、
英語読書と英語学習に関するアンケート調
査（5 尺度リカート方式）を実施した。英語
の重要性や英語学習ニーズ、英語多読に関す
る結果は概ね類似していたが、英語に対する
親しみといった情意に関する質問項目にお
いては顕著な違いが見られた。教室で観察さ
れた生徒の自律的姿勢の一端は、英語学習に
対する動機付けの高さと推測され、アクティ
ビティ選定に際し、単に教育活動だけを取り
入れるのではなく、自律的学習態度を育成す
る指導方法や教育環境を整える必要がある



と理解された。 
 
(3) フィンランド視察調査（マッピング実践
者への面談調査）：フィンランド教育におけ
るマッピングの位置づけを確認するために、
ビジネス分野での専門書多読にマッピング
を援用しているTurku University of Applied 
Sciences のティモ・リノッスオ氏に 1時間半
のインタビューを行った。その結果、マッピ
ング使用は以下の教育効果を期待できるこ
とが明らかになった。マッピングは、①学習
者が自ら学びたいと思わせる仕掛けとして
有効である、②テキスト理解を表層レベルか
ら深層レベルまで深めることが可能である、
③読み手の記憶に残るような読書体験を促
すため、その後の読書意欲や習慣に影響を及
ぼす。また、これらの教育効果はマッピング
だけでなく、ワールドカフェと呼ばれるディ
スカッション方法によっても期待できるこ
とが分かった。この聞き取り調査によって、
唯一無二の方法ではないにせよ、マッピング
は学習者の思考力や探求力を高め、自らが考
えを学んで身につける手立てになると判断
した。 
 
(4) 実験授業の実施：フィンランド視察調査
で得た知見をもとに、実験群（マッピング、
ワールドカフェ、振り返り活動等、学習者の
自律性促進が期待されるアクティビティを
導入した授業）と、統制群（前者のアクティ
ビィティを導入しない授業）を比較した。そ
の結果、明らかになったことは、教員らが、
フィンランド視察を踏まえて導入した多読
活性化のためのアクティビティをもってし
ても、読書量の増進や英語力の向上は一朝一
夕には得られないということである。実験群
の読書量、及び客観テストによって測定した
読後の英語スコアは、統制群を上回ったもの
の、その差は、統計的に有意とは判定できな
かった。一方で、学習者アンケートの 5尺度
の質問および自由記述コメントの分析から、
「すべり読み」と言われる表面的な読みに陥
りがちな多読も、読書活性化のためのアクテ
ィビティ導入により、実験群は統制群に比べ、
読んだ内容に対する記憶を長く保持し、読ん
だことに対する思考の整理ができ、より深い
読みの過程を経ることが示された。また、読
書と協同的アクティビティを結びつけるこ
とで、より主体的かつ創造的な読書、表現力
やコミュニケーション力を身につける契機
となる読書体験、さらにはこのような肯定的
な体験が、多読への関心、読む行為への関心、
読むことへの動機づけに寄与することが分
かった。  
 
(5) 本研究の成果と今後の課題：第一に、フ
ィンランド・メソッドの代名詞とも言えるマ
インドマップは、思考の整理や、より深い読
みの導く手助けとして役立つ。しかし、多読
そのものを促進する波及効果は統計的有意

差が表れるほど顕著なものではなかった。今
後は、マインドマップをより分かりやすく指
導するための改善を行い、多読への効果をさ
らに検証する必要がある。第二に、ワールド
カフェという形式のディスカッションは、授
業内多読アクティビティのうち、学習者から
最も高評価を得た。読書をより創造的にし、
コミュニケーション能力を身につける契機
となる上、協同学習の観点からも有用なアク
ティビティと位置づけられた。今後、さらに
このような複合的な価値を持つ読書活性化
のためのアクティビィティの開発と選定を
続ける必要がある。第三に、学習者による多
読やアクティビティに対する定期的な振り
返りは、多読継続にプラスの作用をもたらし
た。しかし、その効果を最大限に引き出すに
は、振り返り方法と実施時期に関して、より
詳細な研究が必要である。 
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